説教要旨「心を騒がせるな」
聖書：ヨハネ１４：１－７
14:1 「心を騒がせるな。神を信じなさい。そして、わたしをも信じなさい。

14:2 わたしの父の家には住む所がたくさんある。もしなければ、あなたがたのために場所を用意しに行くと言ったであろうか。

14:3 行ってあなたがたのために場所を用意したら、戻って来て、あなたがたをわたしのもとに迎える。こうして、わたしのいる所に、あなたがたもいることになる。

14:4 わたしがどこへ行くのか、その道をあなたがたは知っている。」

14:5 トマスが言った。「主よ、どこへ行かれるのか、わたしたちには分かりません。どうして、その道を知ることができるでしょうか。」

14:6 イエスは言われた。「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもとに行くことができない。

14:7 あなたがたがわたしを知っているなら、わたしの父をも知ることになる。今から、あなたがたは父を知る。いや、既に父を見ている。」
　１４－１７章は逮捕、裁判、処刑という苦難を受けるキリストが短く緊張する時間に弟子たちに語られた教え＝長い説教が記されています。
その冒頭は「心を騒がせないように」というキリストの指示で始まります。心を「騒がせるな」。心の動揺はトラブルで引き起こされます。そのようなトラブルに直面して心が揺れ動かないようにしなさい。ここでのトラブルとは、弟子たちの前からキリストがいなくなること、あるいは弟子たちの中から裏切り者が出ること、さらに、ペトロも鶏が鳴く前に三度もキリストを否定するという事態をキリストが告げられたことによるものです。
弟子たちにとってはこれらのことは寝耳に水としか言えないものでした。驚愕させられ、あるいは、不安と恐れに突き落とされてしまう言葉でありました。それらは今、そして、これから起ころうとしていることでした。将来について私たちはまったく分かりません。明日何が起きるか分からないのです。わからないことをキリストが明言されて聞いたものは心にトラブルを引き起こされたのです。キリストが言われたことが起きるか起きないか弟子たちには分かりません。それだけに彼らは動揺しました。理解できないような事態、まだ経験したこともないような状況に立ち至ったとき、私たちの心は困惑し、ときにはわれを忘れてしまいます。
　弟子たちの場合とは異なりますが、私たちもいろいろなトラブルのために心を動揺させられます。困惑し、不安と恐れに苛まれ、苦悩のどん底に陥れられることも珍しくありません。弟子たちが直面していることと事情は違っても、私たちの心は騒ぎたち、どこに立っていけばいいのか分からなくなります。風に揺れる草のような、と表現されるような心の動揺に見舞われます。そのときどうすればいいのか。誰もが問うでしょうし、答えを求めます。
　キリストはここで、そのような弟子の動揺をよく見抜かれて、どうすればいいのかを答えられます。答えは、先ず、神を信じ、イエス・キリストを信じることと示されます。心が動揺するとき、私たちには何よりも信仰が求められるというのです。答えは明々白々、信仰そのものが心の動揺を鎮めるとキリストは教えられます。ここで注目すべきは、心の動揺に対処するためには信仰しかない、ということ、それから、信仰は神を信じることとイエス・キリストを同じように信じることとされている点です。キリストはこの大切な問いに対しての答えで、御父とご自身を同列に置かれます。
　そして、キリストはさらに教えを進められています。父の家の家にはたくさん住むべき場所がある。家はここでは大邸宅を想像できます。「家」は比喩的な表現です。ここから私たちは「家」＝邸宅についてはいろいろのイメージを描くことができるでしょう。イメージを描くことは聖書を理解する上で大切な営みであるとわたしは思います。信仰は、このような私たちにとって住むべき場所が用意されていることを信じることでもあります。しかも、キリストが私たちのために用意しておられるとして、キリストのみ業を信じることも含まれています。
　これは何も具体的な表象の記述ではありません。私たちは、これを「天国」とか、「神のみ座近く」とか表現できますが、とにかく、キリストはここで言われている「家」も「住むべき場所」もそれがどんなところであるか記されていません。ただはっきりしていることは、私たちにとって必ずそこに行ける場所が用意されているということです。このような、今、現実に、私たちがいるところ、居住しているところから別世界のあること、そこに行くためにキリストがすべて準備していると言うような文章はある人たちには躓きとなりました。ある人は、現実から目をそらせ、現実から逃避するための言辞で、だから宗教はアヘンだと断言します。確かに、私たちが現実を見ないために宗教を利用する可能性を否定しませんが、しかし、心の騒ぎを鎮める方策として、神の家、そこに至るという約束は、天国などないといってしまい、心の動揺を鎮める手立てを持たないまま悲惨の中に沈んでしまうことよりもはるかに好ましいのではないでしょうか。不安と苦悩の中で、神の家を憧れ、その家の準備のためにベストを尽くすてくださるキリストの憐れみを感謝するほうが好ましいと言えるとわたしは思います。
　キリストは、今は弟子たちのところからいなくなるのですが、また戻ってくる、その間、弟子たちが必ず行ける、そして、父の御許にある安住できる場所を確保すると約束してくださいました。それを信じることこそ、弟子たちが今蒙っているトラブルから解放される方法なのです。
　それから、弟子たちは、そのキリストが備えてくださったところへ至る「道」について語られます。キリストが行かれる目的地までの道を弟子たちはよく知っているはずだと言われました。弟子たちはキリストからそれを教えられていたはずですが、トマスは正直、キリストの言われることがさっぱり分からないと語っています。
　キリストが今まで弟子たちに、キリストが用意されている父の家にある場所について教えられなかったわけではありません（１３：３６など）。しかし、弟子たちはその意味しているところを十分に理解できたわけではなかったのです。これはトマスだけではなかったと思います。キリストが語られているところまで行く道のことを知らない、だから、その道を教えてくださいと彼は求めています。
　キリストは、その道について教えられます。ここで、ヨハネ福音書でよく用いられる、わたしは・・であるという表現が用いられます（有名なギリシヤ語表現で、エゴー・エイミ）。わたしは、道、真理、生命と言われます。この文章を、ある英語聖書は、わたしは「道」――「真理、生命」である、という書き方をしています。つまり、キリストは道であると言われ、その道とはすなわち「真理、生命」とするのです。「道」とは「真理・生命」のことであるとされます。
　

　道は、いうまでもなく、目的に至るための道です。その道をさえ行けば必ず目的である、神の家に到達します。イエス・キリストという道を進んでいけば御父の家に至ることができます。

　道はやはり比喩的表現です。その道とは何か。それは真理であるとされます。わたしは真理であるとキリストが言われます。キリストこそ真理であり、その真理にしたがっていけば間違いなく目的の到達することができます。
　この道を通っていくことこそ信仰だと言うことになります。神を信じるとは何か心で法悦を味わうとか、まして無我の境地になることなどではありません。また、何か悟りに入ることでもありません。真理は聖書において明らかにされています。つまり、聖書において啓示されている真理を私たちが認識してこそ真理に至ることができます。
　今日ほど真理に対する疑問が呈せられている時代はないのではないかと思います。それまでこれこそ永遠に真理であると教えられていたことが一夜明けると真理ではなくなっているというが起きています。特にそれが幼い子どもを教える学校などで起きます。これこそ不変の真理だと教えられていたのに、気がつけば真理でもなんでもなくなる。ですから、真理に対する不信は今日ますますひどくなってきているのではないかと思います。真理など存在しないという、真理に対する考え方がむしろ一般的になってきているのではないかと思います。
しかし、本当に真理などないのでしょうか。キリストは自らが真理だと言われました。「わたしが真理だ」とキリスト自らが言われたのです。このキリストの言葉をないがしろにしない限り、キリストそのものが真理であると言わなければなりません。キリストは真理を語られます。私たちはキリストこそ真理であると確信するのです。
　「わたしは生命だ」と言われます。ここで言う生命は単なる生物学的生命ではありません。食物を食べて生命を維持することはできますが、そのような命だけが命ではありません。キリストはわたしが生命であると語られました。キリストは死んでまたよみがえる方です。キリストはその生命をご自身の生命だけではなく、キリストに従う者の生命とされます。キリストの生命は、救いに至る命であり、神に結合しているいのちです。キリストはその生命であると言われます。
この生命に生きることこそ、神の御許にある私たちの住むべき住まいに至る道なのです。生命はまた常に生きることそのものを意味しています。ただ生きているのではなく、生き方そのものが問われます。そして、その生き方とはキリストの内に生きることを意味しているはずです。キリストを内におらしめる、そのような生き方はキリストを中心にした生き方であるはずです。
　私たちは、トラブルで心を乱し、困惑し、苦悩し、動揺します。そのトラブルはいくつもあります。そのような時、私たちにキリストは、神を信じ、キリストご自身を信じなさいと言われました。
信じ従う者のためにキリストは父の家で住むべき場所、私たちが安息を得られる場所を用意してくださいます。必ずそれがあります。私たちの人生は、その目的地を目指して道を行かなければなりません。その道はどういう道なのかキリストは明らかにしてくださいました。
　キリストはその道しかないと言われます。キリストという道を通っていかなければ目的地に至ることができません。私たちはキリスト以外にもっと多く、この目的に至ることができると錯覚しています。どの道を行っても最後には頂上に至るというようなわけには行きません。キリストという道、真理、そして生命＝人生、もしくは生き方しかそこに至ることができません。(この項おわり)
